
見守りライフ導入で

夜間巡視を1時間削減

トーテックアメニティ株式会社
見守りライフ推進室

～介護現場の負担軽減と生産性向上の事例紹介～
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トーテックアメニティのご紹介

本社 愛知県名古屋市西区名駅2-27-8
東京本社 東京都新宿区西新宿2-1-1
大阪事業所 大阪府大阪市北区堂島2-1-31
九州事業所 福岡県福岡市博多区住吉2-2-1
仙台事業所 宮城県仙台市太白区大野田4-6-3

所在地

代表者 設立代表取締役
水野 克己

1971年5月20日

社員数資本金 1億円 2,912名（2024年10月末）

自治体、学校、図書館、医療、製造、
流通、サービス、情報通信、金融など、
様々な分野における情報システム構築
を支援

IT Solution

ITソリューション
事業

自動車、航空機、FAシステム、
精密機器など、日本を代表する製造
業の技術開発業務を支援

Engineering Solution

エンジニアリング
ソリューション事業

第三者検証と開発内部検証のそれぞれ
で培ったノウハウを活かし、検証者の
視点でお客様のモノづくり全般を支援

Validation Solution

検証ソリューション
事業



本日の内容（目次）
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01 なぜ見守り機器が必要？

02 見守りライフとは？

03 見守りライフに任せられること
POINT01 夜間巡視の負担を軽減

POINT02 ベッド上で体重測定が可能

POINT03 正確な情報の取得と活用

04 導入事例



介護業界の課題
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人材不足の深刻化

01 なぜ見守り機器が必要？



介護職員の必要数の推移
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需要に対し介護職員数は大きく不足

出典：厚生労働省 第9期介護保険事業計画に基づく介護職員の必要数について
https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_41379.html

2022年度 2026年度 2040年度

約215万人

約240万人

約272万人

第9期計画期間（2024~2026) 第10期計画期間（2027~2029)

約57万人
不足

約25万人



産業別に見た労働者不足状況
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0 10 20 30 40 50 60 70

産業全体

医療・福祉

建設業

運輸業・郵便業

学術研究、専門・技術サービス業

情報通信業

製造業

サービス業（他に分類されないもの

生活関連サービス業・娯楽業

不動産業・物品賃貸業

宿泊業・飲食サービス業

卸売業・小売業

金融業・保険業

産業別労働者・過不足判断指数の比較

出典：厚生労働省「表５産業別正社員等労働者過不足状況及び労働者過不足判断 D.I」
https://www.mhlw.go.jp/toukei/itiran/roudou/koyou/keizai/2302/dl/4kekkagaiyo.pdf

「医療・福祉」業界が最も労働者不足を感じている



介護サービスにおける生産性向上のとらえ方
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出典：厚生労働省「介護サービスにおける生産性向上のとらえ方」
https://www.mhlw.go.jp/kaigoseisansei/what/productivity.html



業務の一部を「ICT機器」に置き換え、負担を軽減
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ICT機器の導入で、さらに間接業務の負担を軽減！

食事介助

排泄介助

入浴介助

認知症対応

医療対応

移乗

起床・就寝介助

アセスメント

家族対応

送迎

入退所業務 利用調整

ICT活用が不可能ではないが、
一定のハードルがある業務

「人」が行うべき業務

記録

定時巡回

離床検知

排泄誘導

見守り

情報共有

申し送り

モニタリング

誘導

多職種連携

ICT化により短期的な改善、効率化を
実現しやすい業務

「ICT」に置き換え可能な業務

見守り・インカム・介護記録ソフト



ICT機器導入で算定できる「介護報酬加算」
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出典：厚生労働省「令和6年度介護報酬改定における改訂事項について」
https://www.mhlw.go.jp/content/12300000/001230329.pdf

【新設】生産性向上推進体制加算（II）10単位／月
○利用者の安全並びに介護サービスの質の確保及び職員の負担軽減に資する
方策を検討するための委員会の開催や必要な安全対策を講じた上で、
生産性向上ガイドラインに基づいた改善活動を継続的に行っていること。

○見守り機器等のテクノロジーを１つ以上導入していること。

○１年以内ごとに１回、業務改善の取組による効果を示すデータの提供
（オンラインによる提出）を行うこと。

【新設】生産性向上推進体制加算（I）100単位／月
○（Ⅱ）の要件を満たし、（Ⅱ）のデータにより業務改善の取組による成果
（※１）が確認されていること。

○見守り機器等のテクノロジーを複数導入していること。

○職員間の適切な役割分担(いわゆる介護助手の活用等)の取組等を行っていること。

○１年以内ごとに１回、業務改善の取組による効果を示すデータの提供
（オンラインによる提出）を行うこと。

https://www.mhlw.go.jp/content/12300000/001230329.pdf


見守り機器等のテクノロジーとは？
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出典：厚生労働省「令和6年度介護報酬改定における改訂事項について」
https://www.mhlw.go.jp/content/12300000/001230329.pdf

01

見守り機器

02 03

インカム等の職員間の
連絡調整の迅速化に資
するICT機器

介護記録ソフトウェア
やスマートフォン等の
介護記録の作成の効率
化に資するICT機器

ICT機器

※生産性向上推進体制加算（I）は上記全て使用すること。
その際、見守り機器は全ての居室に設置し、インカム等の機器は全ての介護職員が使用すること。
なお、見守り機器の運用については、事前に利用者の意向を確認することとし、当該利用者の意向
に応じ、機器の使用を停止する等の運用は認められるものであること。

※生産性向上推進体制加算（II）は１つ以上導入すること。

https://www.mhlw.go.jp/content/12300000/001230329.pdf
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02 見守りライフとは？



見守りライフとは？
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荷重分布 重心位置

ベッド上の利用者の

姿勢・動き・離床

を検知するシステム



見守り機器の種類
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見守りセンサー

マットセンサー

赤外線センサー

クリップセンサー

ベッド柵センサー

従来型センサー

バイタルセンサー

荷重センサー

カメラセンサー

荷重センサー



見守りライフの特長
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状態表示一覧

反応速度が速く
誤報が少ない

01

離床前判定の種類が豊富

02

表示画面が一目で
誰にでも分かりやすい

03



介護業界の課題
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POINT01 夜間巡視の負担を軽減

POINT02 ベッド上で 体重測定 が可能

POINT03 正確な情報の取得と活用

03 見守りライフに任せられること
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夜間巡視の負担を軽減

POINT 01
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POINT1：夜間巡視の負担を軽減

同時に複数の利用者の見守りが可能に
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POINT1：夜間巡視の負担を軽減

同時に複数の利用者の見守りが可能に

職員1名で20~25名を見守る
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POINT1：夜間巡視の負担を軽減

居室の状況がわからないから不安感

A様

B様

A様の状況

遠い
B様の状況

何かあったら
どうしよう・・・
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POINT1：夜間巡視の負担を軽減

居室の「見える化」で精神的な負担を減少

A様

B様



21
Copyright © TOTEC AMENITY LIMITED 

POINT1：夜間巡視の負担を軽減

訪室前にスマホやパソコン画面から状態確認が可能に

訪室する

見守りライフ導入前

状況が

分からず不安…

センサーが鳴る センサーが鳴る

画面で確認

訪室する

訪室判断

見守りライフ導入後
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POINT1：夜間巡視の負担を軽減

大型モニター設置で全居室の状態をひと目で把握

詰所の壁に大型モニターを設置

詰所を通るスタッフが
一目で全体の状態を把握できるように
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POINT1：夜間巡視の負担を軽減

カメラ機能でさらなる負担軽減と利用者様の安全確保

入居者様の
睡眠の質の向上

画面上で
遠隔巡視が可能に

事故の原因検証
再発防止に

01 02 03

スマホ画面PC画面 iPad画面

PC・iPad・スマホそれぞれのデバイスで閲覧可能
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ベッド上で体重測定 が可能

POINT 02



POINT2：ベッド上で体重測定が可能
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職員と利用者様の双方に負担と時間がかかる体重測定業務

これだけ！

スマホ1つでいつでも測定可能に
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正確な情報の取得と活用

POINT 03
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POINT3：正確な情報の取得と活用

見守りライフが取得できる情報

＜バイタルグラフ＞＜生活リズムグラフ＞

＜夜間の体動グラフ＞ ＜統計データ＞

夜間帯(18時～翌7時)の睡眠時間/離床回数/体重/脈拍/
呼吸数の日々の推移を表示。

ベッド上の利用者の脈拍・呼吸数を1分刻みでプロット。
※医療行為を目的とした使用はできません

昼間(7時～18時)と夜間(18時～翌7時)の覚醒時間/睡眠時
間/離床回数/離床時間を表示。

24時間のベッド上の利用者の状態を1分刻みでプロット。
※最大で5年分の生活リズムを記録可能
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POINT3：正確な情報の取得と活用

正確な情報で大きな事故を未然に防ぐ

導入前

本人や家族からの聞き取り

細かな情報を得ることは困難

見守りライフ全床導入後

大きな事故低減に

聞き取りでは
得られない情報を取得可能

行動を先読みすることで
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POINT3：正確な情報の取得と活用

介護ソフト連携で入力業務の作業時間を削減

自動転記 ・記録時間の大幅削減
・記録の転記漏れ防止
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施設形態：特別養護老人ホーム
定員 ：50名

①夜間の定期巡視を削減

04 導入事例【埼玉県】
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導入事例【埼玉県】｜ ①訪室回数の削減

アラート通知時にまずは「見守りライフ」の画面を見て利用者様の状況を確認することで、夜間の定期巡

視を2回削減。時間にすると⼀晩あたり1時間、1ヶ月で30時間の削減に相当します。

休憩時間の確保 残業の減少

見守りライフの活用で夜間巡視を1日あたり2回削減

夜勤1日あたり

1時間の訪室削減
1ヶ月あたり

約30時間の削減＝

夜間巡視業務

31
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04 導入事例【千葉県】

施設形態：有料老人ホーム
定員 ：100名

①訪室回数の削減

②歩数変化と移動時間の削減

③体重測定時間の削減

④利用者様の睡眠時間増加
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導入事例【千葉県】｜①訪室回数の削減

安否確認の見守りを「見守りライフ」で行ったところ、⼀晩あたり約 50 回の訪室削減されました。時間

にすると⼀晩あたり約 25 分、１か月にすると約 750 分の作業時間の削減に相当します。

参照元）https://jscwo.jp/_bosys/wp-content/uploads/2024/09/1a4efe25debfd1a31be11c5cd4d3203c.pdf

利用者の睡眠時間と睡眠の質の向上 職員の負担の軽減

夜勤1日あたり

50回の訪室削減

夜勤1日あたり

約25分の削減

1ヶ月あたり

約13時間の削減

＝

見守りライフの活用で1ヶ月あたり約13時間の削減を実現

訪室作業時間

33



見守りライフの活用で1ヶ月あたり約20時間の削減を実現

移動時間
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導入事例【千葉県】｜②歩数変化と移動時間の削減

66,902歩

62,845歩

導入前 導入後

4,057歩減少

夜勤職員の歩数変化

1,000歩=10分
で換算

夜勤1日あたり

約40分の削減

1ヶ月あたり

約20時間の削減

参照元）https://jscwo.jp/_bosys/wp-content/uploads/2024/09/1a4efe25debfd1a31be11c5cd4d3203c.pdf

見守りライフによる見守りを実施することで、訪室のための移動で⼀夜勤あたり約 4,000 歩の減少につな

がっており、1,000 歩=10 分で換算すると⼀夜勤で約 40 分、１か月にすると約 1,200 分の移動時間削減を

実現していることになります。

34
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導入事例【千葉県】｜③体重測定時間の削減

安否確認の見守りを「見守りライフ」で行ったところ、1人1回あたりの体重測定時間が約1.5分削減さ

れました。月に1回対象者100名分を実施すると、約2時間30分の作業時間の削減に相当します。

参照元）https://jscwo.jp/_bosys/wp-content/uploads/2024/09/1a4efe25debfd1a31be11c5cd4d3203c.pdf

利用者の負担軽減 職員の負担の軽減

体重測定1回あたり

1.5分の時間削減
1ヶ月(1回)あたり

約2時間30分の削減
＝

見守りライフの活用で1ヶ月あたり約2時間30分の削減を実現

体重測定業務時間

35
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導入事例【千葉県】｜業務時間の削減と効率化

1ヶ月あたり合計

約35時間30分の削減

見守りライフの活用で1ヶ月約35時間、1年17.7日の削減を実現

夜勤の「訪室作業時間」と「移動時間」、体重測定業務を合計すると1ヶ月あたり約35時間、1年あた

り17.7日間の削減になります。例えば、夜間の人員を削減をしたり、日中の人員体制を強化することが

可能です。

1ヶ月あたり

約13時間の削減
+ 1ヶ月あたり

約20時間の削減

移動時間訪室作業時間① ②

+
③

1ヶ月(1回)あたり

約2.5時間の削減

体重測定業務時間

1年あたり合計

約423.6時間(17.7日間)の削減

36



参照元）https://jscwo.jp/_bosys/wp-content/uploads/2024/09/1a4efe25debfd1a31be11c5cd4d3203c.pdf

27%
13%

67%

76%

7% 12%

0 0

導入前 導入後

全く感じない

あまり感じない

やや感じる

とても感じる

Copyright© TOTEC AMENITY LIMITED

導入事例【千葉県】｜身体的・精神的負担の軽減

職員を対象にアンケートを実施。夜勤中の業務について負担を感じますかという問いに対し、「とても感
じる」が14%減少し、「あまり負担に感じない」が５％増加。夜間もコールやセンサーに追われることで
感じる負担も精神的な負担や身体的な負担軽減へ寄与。

67%

42%

導入前 導入後

夜間コールやセンサー等に
追われることでの

精神的な負担を感じる

73%

32%

導入前 導入後

夜間コールやセンサー等に
追われることでの

身体的な負担を感じる

夜勤中の業務について
負担を感じますか

14％減少

25％減少

41％減少
5％増加
あまり負担に感じない

とても負担に感じる

見守りライフの活用で職員の身体的・精神的負担軽減を実感

37
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導入事例【千葉県】｜④利用者様の睡眠時間増加

参照元）https://jscwo.jp/_bosys/wp-content/uploads/2024/09/1a4efe25debfd1a31be11c5cd4d3203c.pdf

7時間56分

8時間23分

安否確認が不要となった利用者を対象に安否確認の夜間の訪室を見守りライフで実施。
結果、⼀日あたりの利用者の夜間の睡眠時間は増加し、深い睡眠時間も増加し、睡眠の質の向上に繫が
りました。

訪室による
安否確認

見守りライフによる
安否確認

27分

増加

1時間22分

1時間44分

6%増加

利用者の総睡眠時間の変化 深い睡眠時間の変化

26%増加

22分

増加

訪室による
安否確認

見守りライフによる
安否確認

睡眠の質UP！

見守りライフの活用で総睡眠時間・深い睡眠時間が増加

38
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まとめ

POINT

01 夜間巡視の負担を軽減

POINT

02 ベッド上で体重測定が可能

POINT

03 正確な情報の取得と活用



トータルICT
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PHS

従来のPHSから

スマートフォンへ

ナースコール

内線・外線

IP-PBX

介護ソフト

見守り

インカム

バラバラだった環境を
スマホに集約

入居者の見守り、介護記録の入力、ナースコール、職員同士の通話など、
スマートフォン１台ですべての業務が可能となる環境をご提案します



ご清聴ありがとうございましたご清聴ありがとうございました
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